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図 2-1-1： 周波数配分と電波ブロック構成の例 
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図 2-2-1 現行制度（C/C）による周波数帯再編成手順 

  

  

2．（規制当局、新規利用者） 

電波新規需要の調査 

1．（規制当局、既存利用者） 

電波利用状態の調査 

5．（規制当局、新規利用者） 

新規利用者の決定 

 5a．比較審査の場合 

  「（免許人）負担額」を決定する 

 5b．オークションの場合 

  落札金額が決定される 

4．（規制当局） 

 補償金額、移転費用支払額 

等の決定 

3．（規制当局） 

3a．再編成対象ブロックの選定 

3b．再編成後の新ブロック区分と 

同利用目的・方式の決定 

6．（規制当局） 

再編成実施 

（免許終了・新規発行） 

落札・負担金額の収受 
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図 2-2-2： 既存利用者による供給価格表示の例 

ケース 
高額（ごね得）表示 

S≫S* 

低額（正直）表示 

S＝S* 

表示供給価格（S） 100 S＝10 

収入 交渉 
成立 100 10 

不成立 0 0 

確率 交渉 
成立 0.1 0.9 

不成立 0.9 0.1 

期待所得 10 9 

選択 

リスク指向 ○ × 

リスク中立 ○ × 

リスク回避*) ? ? 

    *） 既存利用者がリスク回避の性質を持っているときにどちらを選択するかは、 

その「リスク回避度」によって決まる。 

 
 

図 2-3-1： 電波利用産業と一般の産業における利潤率の企業間分布 

 

  

平均利潤率 

利潤率 

企業 

電波利用産業 
（周波数帯再編は低プラス利潤

企業から高プラス利潤企業へ） 

平均利潤率 
企業 

一般の産業 
（生産要素移動はマイナス利潤＝

損失企業からプラス利潤企業へ） 

利潤率 



Hajime Oniki 
1/21/2013 

- 5 - 
oniki@alum.mit.edu 
http://www.ab.auone-net.jp/~ieir/ 

                                   D:¥Res¥Spectrum¥InfoCom201208¥Manuscript¥TextLong¥InfoComREVIEW201208-figlong.docx 

 

図 3-3-1： インセンティブ・オークション（米）と EMM の比較 

項目 
インセンティブ 

オークション 
EMM 

適用対象 
FCC 指定の周波数帯 

(当面は地上放送用周波数帯) 
すべての周波数帯 

適用期間 オークション実施時のみ 長期継続 

供給価格 

表示 

義務 なし（自発的参加） あり 

回数 Bidding 中に複数回 定期的表示（各年） 

再編成対象周波数帯

の決定 
入札結果による 

規制当局の決定（原則として

低価格分を選択） 

補償・落札額受取 一部 全額 

表示供給価格に 

依存する「使用料」 
なし 

 あり（各年） 

表示供給価格に比例 

他既存利用者との 

競争 

あり、bidding による 

直接競争 

あり、各年における表示額 

改定による間接競争 

（新規利用者決定の

ための） 

事前オークション 

あり（必須）、並行実施 
規制当局が決定 

（事後オークションも可能） 
両オークション後の 

需給調整 
あり（チャンネル再割当） 
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図 4-1-1： EMM による周波数帯再編成手順 

 

  

1a．（規制当局） 
供給価格表示対象の指定 

2．（規制当局、新規利用者） 
電波新規需要の調査 

3．（規制当局） 
3a. 再編成対象ブロックの選定 
3b. 再編成後の新ブロック区分と 

 同利用目的・方式の決定 

4．（規制当局、既存利用者） 
補償金額の決定 

（1c と 3 により自動的に決定） 

5．（規制当局、新規利用者） 
オークション実施 

新規利用者の決定 

   落札価格の決定・公表 

6．（規制当局） 
再編成実施 

（免許終了・新規発行） 

落札金額の収受 

補償金額の支払 

 

1, 2 に戻る 

1c．（既存利用者） 
供給価格の表示・登録（全帯域） 

   （規制当局） 同上公表 

1b．（規制当局） 

  使用料率（r）の設定 

1d．（規制当局、既存利用者） 
電波使用料の支払・収受 
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図 4-3-1： 利用料率 r(t)の設定例 

 
 

 

図 5-3-1： 共用電波管理システムの例 
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図 6-1-1： 電波ブロック分割を含む再編成の例 

 

 
 
図 6-2-1： ブロック・サブブロック形成の説明 

 
 
 
表 6-2-2： 基本ブロック A, B, C, D を統合して得られるブロック 

ブロックを構成する 

基本ブロックの数 
ブロック 同左個数 

4 ABCD 1 
3 ABD, BDC, DCA, CAB 4 
2 AB, BD, DC, CA 4 
1 A, B, C, D 4 

a        b      地域 

周波数帯域 

A 

 

B 

 

D 

 

C 

 

y 

x 

a       b         c      地域 

Bx 

 

By1a 

By2a 

 

Bz1    (M1) 

Bz2    (M2) 

 By1b 

By2b 

x 

z 

y 

周波数帯域 

By1c  (L3) 

By2c  (L4) 

(L1) 

(L2) 

L 



Hajime Oniki 
1/21/2013 

- 9 - 
oniki@alum.mit.edu 
http://www.ab.auone-net.jp/~ieir/ 

                                   D:¥Res¥Spectrum¥InfoCom201208¥Manuscript¥TextLong¥InfoComREVIEW201208-figlong.docx 

 

 
図 6-2-3： ブロック分割を表す木グラフの例 

 
 
 
図 6-3-1： 簡単な「木」のケース 

 
 
 
表 6-3-2： 図 6-3-1 の「木」についての最低供給価格 

No. 
再編成 

対象 

使用ブロック 

（再編後の残存ブロック） 
利益 

最低供給価格 

記号 計算法 

1 なし AB  RAB ― ― 
2 AB なし R0  S*AB RAB−R0 
3 A B RB S*A RAB−RB 
4 B A RA S*B RAB−RA 
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図 6-4-1： 供給価格と使用料計算の例示 

  
 

 

図 7-2-1： 将来複数時点における供給価格 
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表 7-3-1： 先物オークションの例 

年（t） 
ブロック 0 1 2 3 説明 

L1 S10 S11 S12 S13 

表示先物供給価格 
L2 S20 S21 S22 S23 

L3 S30 S31 S32 S33 

L4 S40 S41 S42 S43 

L S0 S1 S2 S3 St＝Σj Sjt 

需要価格 D0 D1 D2 D3 オークション落札価格 

余 

剰 

各年価

格表示 U0 U1 U2 U3 Ut＝Dt－St 

現在価

格表示 
V0 V1 V2 V3 Vt = Ut

(1+i)t 

最 大   ◎  V2=MaxVt 

    注） i： 利子率 
 
 
図 7-4-1： 既存利用者による使用ブロック移転 

 

管理者（政府） 

Z 

電波 

ブロック B1 

利用終了 

既存利用者 

X 
 

新規免許 

利用権（免許）の流れ 

金銭の流れ 

補償金 

オークション

代価 

電波 

ブロック B2 

利用開始 

免許返還 



Hajime Oniki 
1/21/2013 

- 12 - 
oniki@alum.mit.edu 
http://www.ab.auone-net.jp/~ieir/ 

                                   D:¥Res¥Spectrum¥InfoCom201208¥Manuscript¥TextLong¥InfoComREVIEW201208-figlong.docx 

図 8-1-1： EMM（詳細検討後）による再編成手順 

 

1a．（規制当局） 
供給価格表示対象の指定 

「移転」対象の指定 

2．（規制当局、新規利用者） 
  電波新規需要の調査 

事前オークション実施 

需要価格の登録・公表 

1c．（既存利用者） 
供給価格の表示・登録（全帯域） 

   （規制当局） 同上公表 

1b．（規制当局） 

 使用料率（r）の設定 

使用料パラメターの設定 

（w(1), w(2), w(3)） 

1d．（規制当局、既存利用者） 
   電波利用料の支払・収受 

0．（規制当局） 
再編成方針・計画の作成 

3．（規制当局） 
3a. 再編成対象ブロックの選定 

3b. 再編成後の新ブロック区分と 

 同利用目的・方式の決定 

4．（規制当局、既存利用者） 
補償金額の決定 

（1c と 3 により自動的に決定） 

5．（規制当局、新規利用者） 
オークション実施 

（先物を含む） 

新規利用者の決定 

   落札価格の決定・公表 

6．（規制当局） 
再編成実施 

（免許終了・新規発行） 

落札金額の収受 

補償金額の支払 

 

0, 2 に戻る 
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図 8-2-1： 戦略的位置にあるブロックの供給単価 

 
 
 

図 8-2-2： 現行電波利用料と EMM による「電波使用料（R）」収入の将来 

 
 

 

政府収入 

時間 

EMM による使用料収入（R） 

現在 

現行電波利用料収入 

戦略的位置のブロック C
（高額表示供給価格） 

供給価格（単価） 

A B D E 

C 

需要価格 

近隣ブロック 

ブロック・サイズ 



Hajime Oniki 
1/21/2013 

- 14 - 
oniki@alum.mit.edu 
http://www.ab.auone-net.jp/~ieir/ 

                                   D:¥Res¥Spectrum¥InfoCom201208¥Manuscript¥TextLong¥InfoComREVIEW201208-figlong.docx 

図 9-1-1： （個別）既存利用者の表示供給価格曲線 

 

 

 

図 9-1-2： 供給単価（N=5 の場合） 
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図 9-1-3： 既存利用者全体の供給単価関数 s(b, r) 

 

 

 

図 9-1-4： 周波数帯の需要単価関数 
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図 9-2-1： 再編成周波数帯の決定 

 

 
 

図 9-3-1： 周波数帯レント合計 Y(t)の経路（技術進歩ない場合―定常状態への接近） 

 

 

 

s, d 

B1 
b 

d(b) 

b� B2 

s(b, r) 

∆Y22 
 

s*(b) 
∆Y12 
 

∆Y21 
 

∆Y11 

b* 
0 

t0 

Y(0) 

∆Y Y(r(.)) 

Y* 

Y 
 

t 

(r(t)≡0 ケース) 

Y 



Hajime Oniki 
1/21/2013 

- 17 - 
oniki@alum.mit.edu 
http://www.ab.auone-net.jp/~ieir/ 

                                   D:¥Res¥Spectrum¥InfoCom201208¥Manuscript¥TextLong¥InfoComREVIEW201208-figlong.docx 

図 9-3-2： 周波数帯レント合計 Y(t)の経路（技術進歩ある場合―均衡成長経路の追跡） 

 

 

Y** 

Y* 

t 

Y 
 

∆Y 

Y(r(.)) 

Y(0) (r(t)≡0 ケース) 

Y 

t0 


